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研究紹介の本文：酵母の研究において発

見された分子シャペロン Hsp104 は真核

生物の細胞内で凝集した蛋白質の構造を

元に戻す働きをする事が知られている。

本研究では Hsp104 が神経変性疾患の原

因となるタンパク質凝集繊維を解消する

事ができるかを検証する。細胞を模擬し

た環境下の試験管内の実験と疾患のモデ

ルとなる培養細胞を用いて Hsp104 が脱凝集できる凝集繊維の種類を同定する。また

反応中のタンパク質の構造変化を調べる事で凝集繊維の脱凝集メカニズムを明らか

にする事を目指す。 
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